
 

 
         

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 西宮市立こども未来センター  

実績と課題 関係資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 西宮市立こども未来センター運営審議会  

平成２８年５月２４日（火） 

 
 



（平成27年9月～平成28年3月）

回
（ 人）

回
人 （ 人） 回

（ 人）

回 回 回

平成２７年度　西宮市立こども未来センター　実績と課題

延回数 2,525

旧わかばエール
診療積み残し

123
初診

3,907

2,448
214
214

理学療法

作業療法

言語療法

474

来所相談 リハビリテーション

3,779
338

連携支援等診察

665延件数

電話相談

課題①［診療待ち期間の短縮］
センター開所以降、相談件数が大幅に増加したため、
長期化した診療待ち期間の課題は解消できていない。

回 回 回
回 （ 人）

人） 人） （ 人）
回 回

人） 人） （ 人）

人）

回
（ 人）

回

延回数 2,525

865

424

（実名

（匿名

カウンセリング・プレイセラピー 1,179

3,907

74

再診 2,085
1,242

260

332

　訪問等

　アウトリーチ

言語療法

心理療法
20

690

126

心理カウンセリング

151

665延件数

（診察 368

（心理 58

（他

課題②［早期発見の強化］
０～１歳児に関する相談人数は、
従来とほぼ同数にとどまっており、
早期発見への取り組み強化が
必要と考えられる。

新規作成 件 回
人 （ 人）

モニタリング 件
回

回

2,286

1,532

通園（児童発達支援）

外来保育（親子療育教室）

計画相談
（申込）

計画作成

申込 371
57

92

210

　専門家チーム
　※センター以外のデイサービス等

あすなろ学級 （適応指導教室）

わかば園 （通所療育）
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必要と考えられる。

課題③［計画作成体制の強化］
本人中心計画の作成・モニタリングの
希望が多く寄せられており体制強化が必要

人

1

こども未来センターの相談者年齢構成（人数）を12ヶ月換算し、H26年度のわかばエール相談者数と比較
（黒線で囲んだグラフがH26わかばエール、グレーのグラフがこども未来センター）

＊年齢が判明しているデータのみで算定（匿名者は含めていない）

あすなろ学級 （適応指導教室）

通級者数 31
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課題④［学齢期の子供に対する支援強化］
学校・幼稚園・保育所に在籍している年齢層からの
相談件数は大幅に増加している。
このことは学齢期の子供に対する支援ニーズが
相当量存在することを示している。

課題⑤［地域・学校園との連携強化］
こども未来センターは、学校園や地域との連携を
積極的に行うことを目指してきたが、平成27年度
においては人員が充足されなかったため、
必ずしも十分に実施することができなかった。











特別支援教育コーディネータースキルアップ研修 
 
 

 
１ 目  的  子供の発達を医療、心理、福祉、教育など多様な観点からアセスメントできる

力を養うとともに、具体的な支援方法の提案や組織的対応のコーディネートな

ど、教育現場における子供の発達支援の指導的立場となる教職員を育成するこ

とを目的とする。 
 
２ 対  象  西宮市立小中学校教員  ２０名 
          ※ただし、２０名については学校長推薦とし、応募者多数の場合は、こど

も未来センターが校種・地域等を考慮し、全市的な立場で選定する。 
 
３ 研修会場  西宮市立こども未来センター  
          （西宮市高畑町２－７７  ℡０７９８－６５－１８８２） 

その他、受講教員在職小中学校 
 
４ 研修日及び内容 
 
回 開催日 分類 タイトル 内容 時間 

１ 6 月 6 日

（月） 

社会心理 オリエンテーション・制度

と法律・合理的配慮 

本研修の位置づけ・発達障害者支

援法・障害者差別解消法・特別支

援教育と合理的配慮 
1.5 

生命科学 脳の発達と発達障害 
発達障害の正確な理解・被虐待児

の理解 1.5 

２ 6 月 14 日

（火） 

教育支援 行動支援の方法 
行動目標の立て方・行動支援の方

法・応用行動分析の考え方 1.5 

教育支援 事例検討会の方法・模擬事

例検討会 
事例検討会の方法・模擬事例検討

会① 1.5 

３ 8 月 8 日

（月） 
社会心理 被虐待児への支援 被虐待児への具体的支援方法 1.5 
社会心理 家庭支援・ケースワーク 家庭支援の方法、連携 1.5 

４ 8 月 9 日

（火） 

教育支援 学習支援 
学習障害児への対応・ワーキング

メモリー実行機能への支援 1.5 

教育支援 コンサルテーション 
コンサルテーションの方法・模擬

事例検討会 1.5 

５ 9 月 8 日

（木） 教育支援 巡回相談 
各学校の実際を視察（演習） 

3 

６ 10 月 14 日

（金） 教育支援 巡回相談 
各学校の実際を視察（演習） 

3 

７ 12 月 13 日

（火） 教育支援 巡回相談 
各学校の実際を視察（演習） 

3 

８ 1 月 24 日

（火） 

生命科学 子供のこころと脳の発達 
感覚と認知と行動の関連・思春期

と脳の発達 1.5 

教育支援 支援の発展のために 
典型例の研究・予防的介入・最先

端の知見 1.5 

       ※ 開始時刻は、いずれも１４：００～ 
 
５ 講  師  和久田 学 氏（子どもの発達科学研究所主席研究員・大阪大学大学院特任講師） 



 
学校生活支援教室（のびのび教室） 

 
 
１．趣  旨  小学校の通常学級に在籍する児童の内、ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等によ

り、学校生活で配慮を必要としている児童に対して、安定した学校生活や集団

活動が行えるよう支援するために「学校生活支援教室（のびのび教室）」を開設

し、当該児童の支援を行うとともに、在籍小学校との連携体制づくりを行う。 
 
 
２．対  象  西宮市立小学校通常学級在籍児童 
 
 
３．実 施 日  ○ 高学年の部（１８：００～１９：００） 
   及び      ６月８日（水） １５日（水） ２２日（水） ２９日（水） 
  開級時間     ７月６日（水） １３日（水） ２０日（水） ２７日（水） 
 
        ○ 低学年の部（１７：００～１７：４５） 
           ６月９日（木） １６日（木） ２１日（火） ３０日（木） 
           ７月７日（木） １４日（木） １９日（火） ２８日（木） 
 
                ○ 保護者教室 
           専門家による相談、質疑など（対象：通級参加児童の保護者） 
           高学年の部 ７月 ６日（水）  低学年の部 ６月３０日（木） 
            ※開催時刻は、のびのび教室開級時刻と同じ 
 
 
４．場  所  西宮市立こども未来センター ４Ｆ会議室 他 
 
 
５．内  容  ○ ライフスキルの習得（ソーシャルスキルやコーピングスキルなど） 
        ○ 感情の整理及び心の安定（フォーカシング） 
        ○ 自己表現の喜び体験と自己肯定感の向上（アートセラピー） 
 
 
６．講  師  稲富 眞彦 氏（関西学院大学教育学部教授） 
        大東 和子 氏（上級教育カウンセラー 元西宮市立小学校教諭） 
        藤井 昌子 氏（特別支援教育士 色彩楽園主宰） 
        三宅 麻希 氏（四天王寺大学講師 臨床心理士） 
         ※その他、支援ボランティアとして関西学院大学大学生及び大学院生 
 
 
７．そ の 他  ・募集人数は、いずれも２０人とし、原則として先着順 
          

 



学校園支援チーム業務【アウトリーチ】

学校園からの相談
（電話・訪問）

主訴の聴き取り（チーム各員）
○幼児児童生徒に関わること

○指導方法、環境整備に関わること

○支援体制や推進に係る研修に関わること

・幼児児童生徒の様子 ・家庭の様子 ・指導の様子

・教員の連携や学校支援体制 ・関係機関との連携状況 等

利用者からの相談

（診療事業課）

（発達支援課）

学校園支援チーム

西宮専門家

チーム アウトリーチ
巡回相談

（特支学校）

専門スタッフの決定・派遣

指導主事・心理士・SSW・指導員（元校長）・セラピスト（ＳＴ，ＰＴ，ＯＴ）

アウトリーチの継続

指導主事・心理士・SSW・指導員（元校長）・セラピスト（ＳＴ，ＰＴ，ＯＴ）

学校園

・幼児児童生徒の実態把握と分析

・指導方法や指導形態、配慮事項等につい

て の助言

・教員の連携・支援体制についての助言

・家庭や関係機関との連携についての助言

・研修の実施

幼児児童生徒・保護者

・子育てについての相談

・子供の特性についての相談

・ニーズに応じた福祉施設についての相談

学校園支援チーム
今後の支援内容の検討

事
例
に
応
じ

西宮専門家
チーム

巡回相談

(特支学校）

他の医療職のアウトリーチ派遣調

関係機関との連携（医療・福祉など）


